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ご あ い さ つ

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　

 

石
田　

智
里

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
、
平
素
は
洛
西
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
御
理
解
、
御
協
力

を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
も
、
早
や
三
分
の
一
が
過
ぎ
て
参
り
ま
し
た
。
緊

張
も
ほ
ぐ
れ
、
環
境
に
も
な
じ
ん
で
こ
ら
れ
た
頃
で
し
ょ
う
か
。
保

護
者
の
皆
様
の
中
に
は
、
高
校
生
に
な
っ
た
子
ど
も
の
姿
を
見
る
時

に
、
大
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
、
ま
だ
ま
だ
子
ど
も
で
あ
っ
た
り
と

複
雑
な
面
持
ち
に
な
る
方
も
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
マ
ホ
と
い
う
便
利
な
ツ
ー
ル
と
共
に

あ
っ
て
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
苦
手
な
よ
う
で

あ
り
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
親
で
さ
え
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
は
、

私
自
身
、
子
ど
も
に
対
す
る
態
度
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
り
、

孤
立
化
し
て
し
ま
う
様
な
現
代
社
会
の
中
で
、
人
や
地
域
と
つ
な

が
っ
て
行
く
こ
と
の
で
き
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
京
都
府
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
研
究
大
会
が
あ
り
、

良
い
体
験
談
を
聴
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
親
と
子
と
先
生
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
お
話
で
し
た
。「
絆
」
と
叫
ば
れ
る
昨
今

で
す
。
よ
り
良
く
つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
あ
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま

す
。本

年
度
も
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
出
さ
れ
た
ク
ラ
ス
委
員
の
方
々
に
、

学
年
委
員
会
、
教
養
文
化
委
員
会
、
厚
生
体
育
委
員
会
、
広
報
委
員

会
の
四
つ
に
分
か
れ
大
学
見
学
、
洛
西
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
文
化
祭

で
の
売
店
、
制
服
リ
ユ
ー
ス
、
花
壇
の
整
備
、
卒
業
生
の
コ
サ
ー
ジ
ュ

作
り
、
広
報
誌
の
発
行
等
を
計
画
、
進
行
中
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
事
情
も
有
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
是
非
学
校
を
知
る
、
子
ど
も
達
を
知
る
た
め
に
学
校
に
足
を
運

ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

洛
西
高
校
で
は
、「
明
朗
な
る
真
昼
の
精
神
」
と
う
た
わ
れ
て
、

玄
関
に
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
精
神
性
に
と
て
も
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。「
明
る
く
て
朗
ら
か
な
様
」
と
い
う
意
味
と
「
う
そ

や
ご
ま
か
し
の
な
い
様
」
と
あ
り
ま
す
。
真
昼
と
い
う
の
は
、
正
午

頃
で
し
ょ
う
か
。
影
が
一
番
小
さ
く
な
る
時
間
で
す
。
正
直
と
理
解

し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
、
こ
の
よ
う
な
生
き
る
目
標
を
定
め
て
夢
を
追
い
、

自
己
実
現
し
て
行
く
姿
を
応
援
で
き
る
事
は
、
私
た
ち
保
護
者
の
努

め
で
あ
り
、
喜
び
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
助
言
し
た
り
、
時
に

叱
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
目
標
に
向
か
っ
て
伸
び
て
行
く
こ
と
は
難

し
い
で
し
ょ
う
。

会
員
の
皆
様
、
様
々
な
情
報
が
あ
ふ
れ
る
思
春
期
の
子
ど
も
達
を

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
つ
な
が
り
を
通
し
て
安
心
、
安
全
な
見
守
り
を
し
て

参
り
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
教
職
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
々
、
生
徒
達
一
人
一
人
を
温
か
く
見
守
り
、
丁
寧
に
御
指
導
し
て

下
さ
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
一
人
一
人
の
向
上

の
為
に
、
さ
ら
な
る
御
理
解
、
御
支
援
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
タ
イ
ト
ル

 

「
ま
ほ
ろ
ば
」
の
由
来

「
倭
（
や
ま
と
）
は
国
の
ま
ほ
ろ
ば　

た
た

な
づ
く　

青
垣　

山
ご
も
れ
る　

倭
し
う
る

わ
し
」 

（『
古
事
記
』
よ
り
）

【
現
代
語
訳
】

「
大や

ま
と和
の
国
は
、
国
々
の
中
で
最
も
素
晴

ら
し
い
所
だ
。
幾
重
に
も
重
な
り
合
う
青
い

垣
根
の
よ
う
な
山
、
そ
ん
な
山
々
に
包
み
込

ま
れ
て
い
る
大や

ま
と和
は
本
当
に
美
し
い
。」

 

（
国
語
科　

田
井
中
聖
人　

訳
）

【
解
説
・
由
来
】

「
ま
ほ
ろ
ば
」
と
は
、「
素
晴
ら
し
い
場
所
」

と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。
こ
の
歌
は
、
倭

建
命
（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
）
が
、
懐

か
し
い
故
郷
の
素
晴
ら
し
さ
を
ほ
め
た
た
え

て
詠
ん
だ
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
報
紙
「
ま
ほ
ろ
ば
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

は
、
こ
の
歌
の
「
倭
（
や
ま
と
）
の
国
」
と

同
じ
よ
う
に
、
洛
西
高
校
が
西
山
の
麓
で
緑

に
あ
ふ
れ
、
洛
西
地
域
の
文
化
教
養
の
中
心

と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆

様
が
望
ま
れ
、こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
「
ま

ほ
ろ
ば
」
第
1
号
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
明
朗
な
る
真
昼
の
精
神
」
と
は
？

和
辻
哲
郎
博
士
は
著
書
『
風
土
―
人
間
学

的
考
察
―
』
の
中
で
、
覆
う
も
の
な
き
明
る

さ
を
も
つ
ギ
リ
シ
ア
的
風
土
の
特
性
を
「
明

朗
な
る
真
昼
の
精
神
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
特
性
は
、
あ
く
ま
で
明
朗
な
、
陰

の
な
い
、
「
真
昼
」
の
明
る
さ
の
中
で
「
見

え
ざ
る
も
の
」
「
神
秘
的
な
る
も
の
」
「
非

合
理
な
る
も
の
」
を
認
め
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
明
朗
な
る
真
昼
の
精

神
」
と
い
う
言
葉
は
、
言
わ
ば
洛
西
高
校
の

校
訓
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
生
徒
諸
君
に
「
公

正
に
し
て
明
朗
な
校
風
」
を
樹
立
し
、
国
際

的
視
野
を
も
っ
て
未
来
を
切
り
開
い
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

校
長　　

平
井　

恭
子

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。　

Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
本
校
の
教

育
活
動
の
推
進
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
も
、
第
三
十
九
期
生
三
二
〇
名
を
迎
え
入
れ
、
全

校
生
徒
九
五
一
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
落
ち
着

い
た
環
境
の
下
、
勉
強
に
部
活
動
に
学
校
行
事
に
、
全
力
で
取
り
組

み
、一
学
期
を
終
了
し
ま
し
た
。「
一
生
懸
命
」だ
か
ら
得
ら
れ
る「
充

実
感
」
や
「
楽
し
さ
」
を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

激
変
す
る
社
会
に
対
応
し
て
逞
し
く
生
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
に
、
国
で
は
高
大
接
続
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
単
に
大

学
入
試
改
革
に
の
み
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
な
く
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
二
十
一
世
紀
の
担
い
手
と
し
て
必
要
な
資
質
や
能
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
三
年
間
の
洛
西
高
校
で
の
学
び
が
、
社
会
に

出
て
か
ら
の
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
「
生
き
る
力
」
に
つ
な
が
る
よ
う
、

全
力
で
教
育
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
組
織

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
連
携
し
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、

様
々
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
「
一
人
で
も
多
く
、
一
回
で
も
多
く
」
御
参

加
い
た
だ
き
、
学
校
の
様
子
、
生
徒
の
頑
張
り
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
、
子
ど
も
達
の
充
実
し
た
高
校
生
活
の
た
め
に
、
互
い
に

学
び
あ
い
伝
え
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
子
ど

も
の
幸
せ
を
願
う
の
は
保
護
者
も
学
校
も
同
じ
で
す
。
子
ど
も
達
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
本
校
の
教
育
の
充
実
・
発
展

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　四月の入学式から早くも 3ヶ月が過ぎ、「新
入生」という呼び名も「1年生」に変わりまし
た。学年としては、次は「1年生」から「洛西
高生」に成長できるよう生徒にさまざまな働き

かけを行っています。
　「洛西高生」になるために。
　まず、学校の授業にしっかりと取り組むよう指導しています。予習をし
て授業に臨み、50分間集中する。そして復習を通して学習内容の定着を
図る。当たり前のことですが、なかなか難しいところを LRの活用等を通
して頑張りをサポートしていきます。
　そして高校生活は勉強だけではありません。部活動、学校行事にも全力
で取り組むよう指導しています。当初は疲れも見えましたが、次第にペー
スをつかんできているのではないかと思いま
す。また初めての洛フェスに向けても準備を始
めています。御期待ください。
　高校は社会への第一歩を踏み出す時期でもあ
ります。挨拶や身だしなみはもとより、周囲へ
の気遣いや思い遣りといった力も身につけてほ
しいと考えています。
　「1年生」が何事にも全力で取り組む「洛西
高生」に成長できるよう、我々も全力でサポー
トしていきますので、御家庭からの御協力よろ
しくお願いします。

　2年生は学年目標として三つの柱を持っています。まず学習の充実です。授業内容も難し
くなり、進度も速くなっています。「宿題があればやる」「テスト前だけやる」のではなく、
授業の予習・復習や自ら設定した課題に「必ず毎日」
取り組む学習習慣をしっかり身につけて、実力を

養ってほしいと思います。次に進路目標の決定です。すでに進路目標を持っ
ている生徒もいますが、今年は全員が具体的な目標を見定め、身につけた学
習習慣を基に、必要な準備を確実に始めてほしいと思います。最後に、中堅
学年としての役割を果たす、積極的な学校生活です。後輩もできたので、挨
拶や服装はもちろん、高校生としてあるべき姿や行動を、常に堂々と示して
ほしいです。また、部活動や学校行事においても活動の中心的存在となり、
自主的・積極的な活動をしてほしいと思います。
　いずれの柱も大切にして、全員が成長できるよう、サポートしたいと思っ
ています。

1年生

2年生



No.105　2018　洛西高校PTA広報誌  　4

卒業生の主な進路実績
■国公立大学　合格状況

卒年度 H29 H28 H27
計 36 47 42

北海道大 1
東京芸大 1
富山大 1
金沢大 1 1
福井大 1
信州大 1 2
静岡大 1
三重大 1
滋賀大 2 3 4
滋賀医大 1
京都教育大 1 1 2
京都工芸繊維大 2 3 5
大阪大 1
大阪教育大 1
神戸大 1 3
奈良教育大 2
奈良女子大 1

■就職状況（公務員を含む）
卒年度 H29 H28 H27
計 4 5 9

最近の主な就職先
　大阪国税局　神戸地方検察庁　京都府（初級）
　京都府警　防衛大学校　陸上自衛隊
　（株）ウエダ　ジャトコ（株）　サンコール（株）
　鉄道リネンサービス（株）

■専門各種学校進学状況
卒年度 H29 H28 H27
計 32 48 55

最近の主な進学先
　京都医療センター附属京都看護助産
　京都第一赤十字看護　京都第二赤十字看護
　京都桂看護　京都保健衛生　京都歯科医療技術
　京都調理師　大原簿記法律

■私立大学　合格状況
卒年度 H29 H28 H27
計 448 482 520

同志社大 12 5 12
立命館大 22 31 40
関西大 40 32 37
関西学院大 6 7 8
龍谷大 56 63 75
京都産業大 44 54 43
近畿大 8 21 11
佛教大 49 32 69
京都女子大 5 7 6
その他 206 230 219

■短期大学　合格状況
卒年度 H29 H28 H27
計 28 17 21

三重短期大 1
池坊短大 2
大谷大短大部 1 1
華頂短大 1 1 5
京都光華女子大短大部 8 2 1
京都文教短大 2 2 4
龍谷大短大部 3 2
関西外大短大部 3 3 1
京都経済短大 2 2 4
その他 6 4 5

卒年度 H29 H28 H27
鳥取大 2 1
島根大 1
岡山大 3 1
広島大 1
山口大 1
香川大 3
徳島大 1
愛媛大 1 2
高知大 1 2
九州大 1
滋賀県立大 4 6 6
京都府立大 7 5 4
京都府立医大 1 1
大阪市立大 2
大阪府立大 1
兵庫県立大 1
奈良県立大 3 2 1
その他 5 7 4

　３年生の目標としては、最高学年として自覚を持ち、学習や部活動、行事などにおいて、
下級生の手本となるような意欲的、主体的な活動をしてくれることを望んでいます。また、
進路実現に向けて目標への志を高く持ち、その実現に向けて互いに高め合える集団であって
ほしいと思っています。今の時代は何を学んだか

より、どう学んだかということが問われる時代です。入試に向けて勉強した
経験は、いつか人生を切り拓く力となると信じ、頑張ってくれることを願っ
ています。また、学校での生活面でも下級生の手本となるように、そしてそ
のことが大人として社会に貢献できる人づくりにつながると考えています。

3年生

学習記録冊子（LR: ラーニングレコード）
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平成30年度部活動主な結果（6月11日まで）
体育系

名称 日 大会名 結果 備考

陸上競技部

4月 15日 第53回京都府高等学校春季陸上競技大会 槍投げ男子　　谷口　圭吾　51m58　4位

5 月 3・4日 第 71 回京都府高等学校陸上競技対
校選手権大会市内ブロック予選会

200m男子　　浦上　聖也　23”20・上田　将馬　23”50・
　　　　　　　八島　隼輔　23”25
400mH男子　國樹　陽斗　58”20
走幅跳男子　　山口光太郎　6m65
槍投げ男子　　谷口　圭吾　51m11
400mH女子　中塚　亜美　1’07”90
走高跳女子　　鰀目　菜々　1m55　4位

6 月 1・2・3日 第 71 回京都府高等学校陸上競技対
校選手権大会京都府予選

400mH男子　國樹　陽斗　55”15　近畿大会出場
走幅跳男子　　山口光太郎　6m53
槍投げ男子　　谷口　圭吾　54m39　7位入賞
走高跳女子　　鰀目　菜々　1m55　7位入賞

400mH男子　國樹　陽斗　6月 15 日　近畿大
会出場

サッカー部
5月3・6・13日

平成 30年度全国高等学校総合体育大会
サッカー競技京都府予選兼第 71 回近畿
高等学校サッカー選手権大会京都府予選

1 回戦　シード校のため免除
2回戦　対洛星高校　2－0　勝　3回戦　対西京高校　2－0　勝
4回戦　対莵道高校　1－2　負　ベスト 16

5 月 19 日 平成30年度京都府高等学校総合体育大会 1 回戦　対京都廣学館高校　0－2　負

男子バスケットボール部

5月 3日 インターハイ市部代表決定戦 I ブロック 1回戦　 洛西　56－54　 花園
5月 4日 インターハイ市部代表決定戦 I ブロック 2回戦　 洛西　58－48　 南陽
5月 5日 インターハイ市部代表決定戦 I ブロック決勝戦　  洛西　31－128　京都両洋
5月 19日 京都府総合体育大会（市部） Nブロック 1回戦　洛西　16－92　 洛北

女子バスケットボール部
5月 4日 第 71 回全国高等学校総合体育大会

京都府予選 2 回戦　対　京都聖母学院　洛西　44－55　聖母

5月 19日 高校総体市部大会下級の部 1 回戦　対　京都光華　　　洛西　32－86　光華

硬式野球部

4月 21日 平成 30 年春季京都府高等学校野球
大会 1次戦 2 回戦　4対 2　山城　勝　（延長 13回）

　初戦の山城戦は、4月でありながら 30度を超
える暑さの中、延長戦となる息詰まる熱戦とな
りました。
　最後まで集中力を切らすことなく選手達は戦
い抜き、エース鳥井は完投で 150 球を投げ抜き
勝利を勝ち取ることができました。
　翌日の京都学園戦は、前日の勢いで初回に 4
点を先取し、追加点も得ながら終盤の相手の反
撃もなんとかかわして逃げ切ることができ、5年
ぶりの 2次戦進出となりました。
　2次戦初戦の同志社国際は急に力をつけてきた
チームで、夏のシードを決めるベスト 8をかけ
た大一番でしたが、相手投手を打ち崩せず、残
念ながら敗れました。
　春の大会を通して、良い経験ができ課題を見
つけることができました。3年生最後の第 100
回となる夏の選手権大会へ向けて「全部、全力、
全員で」頑張ります。

4 月 22 日 平成 30 年春季京都府高等学校野球
大会 1次戦 3 回戦　11対 7　京都学園　勝

5月 3日 平成 30 年春季京都府高等学校野球
大会 2次戦 1 回戦　2－7　同志社国際　負　ベスト 16

女子バレーボール部

5月 13日 京都府高等学校総合体育大会　
バレーボール競技の部 対　京都光華　0－2　負

5月 27日 全国高等学校総合体育大会　
バレーボール競技の部　予選リーグ戦 対　西京　2－0　勝　　対　桂　　2－0　勝　　対　鳥羽　0－2　負

6 月 3日 全国高等学校総合体育大会　
バレーボール競技の部　京都南部予選会 対　同志社　0－2　負

テニス部
5月 3日 全国高等学校総合体育大会　京都府予選 女子シングルス　ベスト 32

5 月 12 日 京都府総合体育大会 男子　2回戦　対　鳥羽　1－2 敗退
女子　2回戦　対京都橘　0－3 敗退

ラグビー部
5月 5日 京都府総合体育大会 1 回戦　対向陽　負

※どちらも合同チームとして出場
5 月 12 日 京都府総合体育大会 交流戦　対洛水　勝

バドミントン部

5月 19日 京都府総合体育大会
男子シングルス　Ｇブロック　Ⅰゾーンベスト4　西山知宏
　　　　　　　　　　　　　　Ⅱゾーンベスト4　長谷川竣哉
女子シングルス　Ｇブロック　Ⅰゾーン準優勝 　寺井萌華

6月 2日 インターハイ予選（個人戦） 男子ダブルス　井関公心・西山知宏組　ベスト 32

6 月 9日 インターハイ予選（学校対抗戦）
男子 1回戦　洛西（3－1）西乙訓　　　2回戦　洛西（0－3）乙訓
女子 1回戦　洛西（3－1）立命館宇治　2回戦　洛西（0－3）西城陽
男女ともベスト 16

卓球部
5月 5・6日 春季高等学校卓球選手権大会一次予選 男子、女子学校対抗予選リーグ敗退

女子ダブルス 1組、シングルス 1名が予選通過
6月 2・3日 春季高等学校卓球選手権大会二次予選 女子ダブルス 1組、シングルス 1名が出場 

ハンドボール部
5月 19日 京都府総合体育大会 1 回戦　対田辺　負
5月 27日 インターハイ予選 2 回戦　対田辺　負

体操部 6月 2・3日 京都府高等学校体操競技春季選手権大会 男子団体 3位 男子団体が近畿大会に出場。

剣道部

5月 19日 京都府総合体育大会
男子団体上級　　　　　1回戦　対北嵯峨　　負
男子団体下級　　　　　1回戦　対東山　　　負
女子団体（ベスト 16）　1回戦　対京都文教　勝　2回戦　対大谷　負

6月 2日 全国総合体育大会剣道　京都府予選会 男子団体　1回戦　対西京　　勝　2回戦　対福知山成美　負
女子団体　1回戦　対立命館　負

6月 3日 全国総合体育大会剣道　京都府予選会 男子個人　2回戦　負　　女子個人　2回戦　負

ソフトテニス部

5月 12日 インターハイ個人戦北西ブロック予
選女子の部

第 3位　　田口希帆・片山未来ペア
ベスト 16　扇田紗耶・田口真帆ペア

6月 3日 平成 30 年度京都府高等学校ソフト
テニス選手権大会団体戦南部予選 男子Aゾーン　1回戦　②－ 1山城　2回戦　0－③鳥羽　予選敗退

6月 3日 インターハイ団体戦京都府予選女子の部 ベスト 10 近畿大会出場決定
文化系

吹奏楽部 6月 9日 学校説明会 ウエルカムコンサート 8月 6日京都府吹奏楽コンクール出演します。
コーラス部 5月 27日 京都合唱祭 高校合同として参加
書道部 4月 10日 新入生歓迎会 書道パフォーマンス

演劇部
4月 11・12日 新入生歓迎のための演劇を上演しました。 京都府高等学校演劇連盟第 22回中部支部演劇コ

ンクールに出場予定です。
（9月 22日（土）14:30 ～ 15:30 上演予定）5 月 13 日 京都府高等学校演劇連盟中部支部演劇ワークショップに参加しました。

インターアクトクラブ 4月 22日 障害のある人と家族のためのレクリ
エーション（ローザンベリー多和田） 参加

放送部 6月 9・10日 京都府高等学校放送コンテスト 参加
ESS部 毎週木曜日、AETの先生と楽しく英語をしゃべっています。

サイエンス部 今年度は、2・3棟間の花壇でプチトマト・オクラ・トウモロコシを作っています。7月初めには、天体望遠鏡を使っての天体観測を行う予定です。
電気炉を使って、七宝焼きにもチャレンジする予定です。9月の文化祭では、プラネタリウム・レーザー迷路、オープン文化祭では、液体窒素を用いた実験を予定しています。

美術部 現在　3年 5名　2年 4名　1年 2名で活動しています。5月には、京都市動物園で写生会を実施しました。現在は、文化祭に向けての作品制作に取り組んでいます。

軽音楽部 部員数が多く、その中でバンドを組んで活動をしています。月曜から金曜の放課後に 2つの教室を使い、割り当てて練習をしています。5月には 2日間昼休みに中庭ライブを行い
ました。

写真部 部員数（全学年）：17名　記念写真ではなく、テーマ性のある作品撮りを目指しています。各種写真コンクール入賞を目標に日々撮影。校内のギャラリースペースでの常設展示や
洛西フェス , オープン文化祭での展示作品の撮影が当面の活動内容です。

食べ物文化研究会 月 1度のスィーツや料理作りのために、ミーティングで作りたいものを決め、自分たちでレシピ作りから楽しんでいます。今年はバジルも栽培中です。
茶道部 6月 9日 お茶席 第 1回学校説明会

イラストレーション部 右京・西京山林防火対策協議会よりポスター作製を依頼されポスター作製に取り組んでいます。
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◯堀井 真生
1 年 1組
国語
野球部
演劇部

「敢然粘勝
（かんぜんねんしょう）」

小栗　俊浩
1 年 2組
英語
卓球部
ESS部

「Where there is a 
will, there is a way.」

野中　昌美
1 年 3組
保健体育
陸上部
書道部

「常に笑顔を忘れず
に、健康が第一」

岸　　菜摘
1 年 4組
保健体育
テニス部
コーラス部

「一生懸命だと知恵が出る。
中途半端だと愚痴が出る。い
い加減だと言い訳が出る。」

◎河本 　卓
1 年 5組
国語

サッカー部
イラストレーション部
「座右の銘は決めな

い」

山口かほり
1 年 6組
英語

インターアクトクラブ
剣道部

「Nothing ventured, 
nothing gained.」

渡邊　俊之
1 年 7組
地歴・公民
硬式野球部
演劇部

「全力投球・直球勝負」

川端　俊毅
1 年 8組
数学・情報
サッカー部
軽音部

「初志貫徹」

◎勝山 恵子
2 年 1組
国語

ソフトテニス部
イラストレーション部
「偽りても賢を学ばん
を賢といふべし。」

麻田　祐一
2 年 2組
英語
卓球部
演劇部

「Every wall is a 
door.」

藤本　歳憲
2 年 3組
地歴・公民
写真部
テニス部

「天網恢恢疎にして
漏らさず」

山下　尚樹
2 年 4組
英語
吹奏楽部
硬式野球部

「A rolling stone 
gathers no moss.」

鳥本　純平
2 年 5組
国語

ラグビー部
書道部

「完璧は削るものがなく
なった時に達せられる」

永来　敏男
2 年 6組
保健体育
野球部

食べ物文化研究会
「スポーツは子供を大人
に、大人を子供にする」

◯荻野 　広
2 年 7組
理科

サイエンス部
陸上競技部

「成功の反対は、
失敗ではない。

何もしないことだ。」

西澤　朱美
2 年 8組
数学

女子バレーボール部
美術部

「初心忘れるべからず」

山本　博美
3 年 1組
国語
茶道部
演劇部

「日日是好日」

伊藤　博子
3 年 2組
英語

イラストレーション部
ソフトテニス部

「失意泰然得意淡然」

坂間　章夫
3 年 3組
英語

ソフトテニス部
コーラス部

「意識を変えれば
出来映えが変わる」

坂崎　　仁
3 年 4組
芸術（書道）

書道部
剣道部

「不易流行」

◯杉山 晋一
3 年 5組
保健体育
体操部
放送部

「継続は力なり」

山本　絢子
3 年 6組
理科

女子バレーボール部
「継続は力なり」

三觜　卓哉
3 年 7組
数学

男子バスケットボール部
写真部

「急がば回れ」

◎橋本　 司
3 年 8組
理科
テニス部
サイエンス部

「勉強するから何をしたい
かわかる。勉強しないから
何をしたいかわからない。」

◯本田 聡子
国語

イラストレーション部
茶道部

ハンドボール部
「人事を尽くして
天命を待つ」

河合　俊一
地歴・公民
陸上部
美術部

「『綺麗は汚い、
汚いは綺麗』
マクベスより」

柴田　幸雄
国語
柔道部

「精力善用・自他共栄」

𠮷田　周平
数学
放送部
吹奏楽部
「泰然自若」

臼井　　毅
数学
演劇部

◎片山 和泰
保健体育
ハンドボール部
美術部

「無為不待」

竹内　英三
英語

女子バレーボール部
軽音楽部

「Time starts now.」

井上 美智子
理科助手

インターアクトクラブ
ラグビー部
看脚下（禅語）

石永 佐都子
芸術（音楽）
コーラス部
「為せば成る」

◯北村 恭男
国語
吹奏楽部

「幸せはいつも
自分の心が決める」

◎村上 康江
家庭科

バドミントン部
食べ物文化研究会
「継続は力なり」

幡　紗葵子
養護教諭

「相手を変えようとせ
ず、自分が変わる☆彡」

眞柴 一二美
養護教諭
「 啄同時」

校長・副校長・事務長

澤井　幸雄
副校長

「汝の道を歩め、人々
をして語るに任せよ。」

安達　和代
事務長
「和」

平井　恭子
校 長

「一途一心」

プロフィール・座右の銘（好きな言葉）
（平成 30年 7月 1日現在）

洛西高校の先生方

第１学年部第２学年部第３学年部教務部保健部
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◯片山 直治
地歴・公民

放送部
ハンドボール部
「人生不如意」

◎柴田 宗男
地歴・公民

男子バスケットボール部
インターアクトクラブ
「One for all, 
All for one」

辰己　友恵
理科

サイエンス部
テニス部
「大丈夫！

なんとかなるよ！！」

藤谷　千尋
学校図書館司書
「『真理がわれらを
自由にする』

（国立国会図書館法
前文より）」

◎牧　 剛史
国語

女子バスケットボール部
コーラス部
「気力は体力」

絹本　　桂
数学

食べ物文化研究会
ソフトテニス部
「為せば成る」

小林 富美子
地歴・公民
食べ物文化研究会

体操部
「日々是好日」

前田　賢一
理科

サイエンス部
男子バスケットボール部

軽音楽部
「カオスの縁に挑む」

尾関　純也
理科

サッカー部
写真部

「強い方が勝つのでは
ない。勝った方が強

いのだ。」

上原　一典
英語
ESS部

「天は自ら助くる者を
助く」

北村　治子
英語
体操部
茶道部

「これなんぞ福となら
ざらんや」

◯廣井 清秀
英語
ESS部
剣道部

「明けない夜はない」

飯原　明子
英語
吹奏楽部

「明日がある」

◎米田 久徳
地歴・公民
サッカー部
軽音学部
「臨機応変」

林　　裕輝
数学
卓球部
吹奏楽部
「初志貫徹」

井内　義真
英語
美術部

バドミントン部

藤井　昭大
地歴・公民
軽音楽部
「世界規模」

◯岸本馨一郎
保健体育
硬式野球部
コーラス部
「一意専心」

田中　　一
保健体育

女子バスケットボール部
演劇部

「為せば成る」

安達　留美
事務職員
「百聞は一見に
しかず」

伊藤　香織
事務職員
「好きこそ物の
上手なれ」

山﨑 早祐子
事務職員

「継続は力なり」

松本　善岳
学校施設管理職員
「温故知新」

吉原　　将
事務職員
「一期一会」

田村　鞠佳
地歴・公民
「明日は今日より
良い日になる」

村上　信子
「その日のことは
その日のうちに」

髙安　敏己
「生涯青春」

德田　祐樹
数学

「自分で考える
人になる。」

樫　　敬子
「情けは

人のためならず」

西　　治光
「七転び八起き」

菊地　　舞
芸術（美術）

「好きこそものの上手なれ」

今村　直美
芸術（美術）

「楽」

小室　伸郎
地歴

「謙虚に生きる」

前田 奈津子
家庭

「一期一会」

田村　繁人
数学・情報
「為せば成る」

◎田井中聖人
国語
吹奏楽部
ラグビー部

「自信とは、自分との約
束を守った量のこと。」

齋宮　隆男
数学
剣道部
書道部
「静謐」

宮城 奈津子
数学

女子バスケットボール部
放送部

「耳をすませば」

◯北村 智孝
理科

バドミントン部
サイエンス部
「年中夢球」

堀　　了太
理科助手
卓球部
吹奏楽部

「若いうちの苦労は
買ってでもしろ」

は新しく着任された先生
です。

◎＝部長　○＝副部長

生徒指導部進路指導部総務企画部

非常勤講師

非常勤事務員

非常勤技術職員

事務部

ローガン・ベネット
英語

「We're in the same 
boat.」

ＡＥＴ

廣瀬　　藍
「縁」

スクールカウンセラー

図書部
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洛西フェスティバル
９月 3日（月） 文化の部

 （１年生仮装・パフォーマンス、
  ２年生教室小劇場、３年生演劇）

９月 4日（火）
９月 5日（水）

９月 8日（土） オープン文化祭
 （京都エミナース）

９月26日（水） スポーツの部
 （雨天の場合、9月 28日（金）に延期）

5 月 31日（木）PTA教育講演会及び総会 6月 8日（金）平成 30年度京都府立
高等学校PTA連合会総会研究大会 6月 15日（金）人権講演会

佐々木 美智子
（会計）

石田 智里
（会長）

川野 奈美恵
（副会長）

船山 ルミ
（副会長）

編集後記
　今回、広報紙編集に携わり、今まで尋ねたかった「まほろば」・
「明朗なる真昼の精神」という言葉の意味を、先生方の熱い思
いと共に知ることができてとても良かったと思います。
　生徒達が、いかにその思いに応えるのか。また、保護者と
してどのように子供達をバックアップするのか。しっかり共
に考え行動し、洛西高校が皆の「まほろば」と言えるように
していきたいと思いました。

横江　玲子・関　　裕子・篠岡　美佳
松本　和代・湯浅　　綾・小川　陽子

委 員 会 だ よ り
教養文化委員会 委員長　長田　貴子
　教養文化委員会では、制服リユースと社会見学を担当しています。9月
の洛西フェスティバル時に制服リユースを開催しますので、是非活用し
て下さい。10月には社会見学を企画します。保護者の方々と親睦を深め
る機会になればと思いますので気楽にご参加下さい。
　委員の皆さんと力を合わせて楽しく頑張っていきたいと思いますので、
どうぞよろしくお願い致します。

学年委員会 委員長　鶴田百合子
　学年委員会では、昨年と同様に大学見学会、花壇作りに、昨年好評だっ
た卒業生のコサージュ作り等を行います。大学見学会では、ぜひたくさ
んの方々に参加して頂き楽しんで頂けたらと思っています。また、これ
から、学年委員皆で協力し合いながら一年間頑張っていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いします。

子どもたちが繋いでくれたご縁に感謝して、有意義で充実したPTA活
動ができたらいいなぁと思っています。ご協力の程どうぞよろしくお願
い致します。 PTA本部一同

広報委員会 委員長　横江　玲子
　広報委員会では、年 2回広報誌「まほろば」の発行を主な
活動としています。子ども達の学校での様子や学校の取組み
をお伝えできればと思います。
　委員一同協力して頑張っていきますのでよろしくお願いし
ます。

厚生体育委員会 委員長　石田　友美
　厚生体育委員会では、9月に開催される洛西フェスティバ
ルでの売店を担当させていただきます。また、秋にはスポー
ツ講座を予定しております。様々な活動を通して生徒の皆さ
んや保護者の方々との親睦を深めていければと思います。
　委員の皆さんと協力して一年間楽しみながら委員会活動を
させていただきますので、よろしくお願いいたします。

PTA本部ニュース

　　　お知らせメール

配信内容
（1）PTAおよび学校行事予定の案内

（2）突発的な事象による、PTAおよび学校行事等の日程変更の連絡

（3）その他、PTA または学校が配信の必要があると判断した内容

本 部 役 員 紹 介

本 部 だ よ り

伊豆 泰子
（庶務）

左から


